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図１：3T MRI機器

図２：脳血管
の画像、末梢
の細かい脳血
管が明瞭に描
出されている。

図３：膝の画
像、前十字靱
帯損傷が明瞭
に描出されて
いる。

　

今
年
３
月
よ
り
、
M
R
I
装
置
が
新
し

く
な
り
、
当
院
で
は
2
台
の
3
Ｔ（
テ
ス
ラ
）

M
R
I
装
置
が
稼
動
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
ヘ
ル
シ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
3
T 

M
R
I

に
つ
い
て
簡
単
に
御
紹
介
し
ま
す
。

　

M
R
I
（M

agnetic R
esonance Im

age

核
磁
気
共
鳴
断
層
検
査
）
は
、
大
き
な
筒

状
の
磁
石
の
中
に
入
り
、
強
い
磁
石
の
力

と
電
波
を
用
い
て
身
体
の
断
層
面
を
撮
影

す
る
検
査
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
断
面
を

画
像
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
ス
ラ

（T
esla

）
は
、
磁
石
の
強
さ
を
示
す
単
位

（
1
テ
ス
ラ
＝
1
0
0
0
0
ガ
ウ
ス
）
で
す
。

磁
場
が
強
く
な
る
と
、以
前
の
1.5
T
と
比
べ
、

3
T 

M
R
I
で
は
、
解
像
度
の
高
い
画
像

が
、
よ
り
早
い
時
間
で
撮
像
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
M
R
I
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

や
C
T
と
異
な
り
、
放
射
線
を
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
被
曝
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
強
い
磁
石
を
使
用
す
る
た
め
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
方
（
Ｍ
Ｒ

Ｉ
対
応
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
可
能
）、
人

工
内
耳
の
方
、
体
内
金
属
が
入
っ
て
い
る

方（
金
属
の
種
類
、部
位
に
よ
っ
て
は
可
能
）

は
、
検
査
が
で
き
ま
せ
ん
。
検
査
時
間
は
、

C
T
よ
り
長
く
、
検
査
部
位
や
検
査
内
容

に
よ
り
ま
す
が
、
20
分
〜
1
時
間
程
度
と

検
査
時
間
は
、
比
較
的
長
く
か
か
り
ま
す
。

閉
所
恐
怖
症
の
方
や
長
時
間
の
安
静
が
保

て
な
い
方
は
、
検
査
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
細
か
な
制
限
が

あ
る
た
め
、
検
査
を
受
け
ら
れ
る
際
に
は

十
分
に
御
確
認
下
さ
い
。
M
R
I
検
査
中

は
大
き
な
音
が
連
続
的
に
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
当
院
に
新
し
く
稼
動
し
た
3
T 

Ｍ
Ｒ

Ｉ
は
、
検
査
を
受
け
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
鑑

賞
と
音
楽
が
鑑
賞
で
き
る
た
め
、
よ
り
快

適
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
M
R
I
で
得
ら
れ
る
画
像
に
つ
い

て
で
す
が
、
特
に
、
頭
部（
脳
神
経
の
領
域
）

は
、
非
常
に
有
用
性
が
高
い
検
査
領
域
で
す
。

頭
部
M
R
I
は
、
急
性
期
脳
梗
塞
の
診
断

に
有
用
で
、
拡
散
強
調
画
像
を
撮
像
す
れ
ば
、

梗
塞
病
変
が
明
瞭
に
見
ら
れ
、
3
T 

Ｍ
Ｒ

Ｉ
の
方
で
は
、
か
な
り
画
像
が
鮮
明
で
、

小
さ
な
梗
塞
巣
も
、
明
瞭
に
描
出
さ
れ
ま
す
。

脳
梗
塞
は
、
症
状
の
出
現
か
ら
診
断
ま
で

の
時
間
で
、
治
療
法
や
そ
の
後
の
経
過
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
C
T
と
は
異
な
り
、

梗
塞
の
発
病
数
時
間
後
に
は
、
信
号
変
化

が
判
る
た
め
、
脳
梗
塞
の
早
期
診
断
に
は
、

極
め
て
有
用
で
あ
り
、
脳
梗
塞
の
早
期
発

見
お
よ
び
早
期
治
療
に
絶
大
な
威
力
を
発

揮
し
ま
す
。
次
に
、
脳
血
管
の
検
査
で
す
が
、

造
影
剤
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
選
択
的
に

血
管
画
像
が
描
出
で
き
、
3
T 

M
R
I
で

は
、
末
梢
の
細
か
い
脳
血
管
、
狭
窄
の
程
度
、

小
さ
な
動
脈
瘤
が
、
よ
り
明
瞭
に
描
出
さ

れ
ま
す
。
ま
た
従
来
ど
お
り
、
M
R
I
画

像
を
用
い
た
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
（
V
S
R
A
D
）

を
利
用
し
、
認
知
症
疾
患
の
早
期
診
断
、

早
期
治
療
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。Ｍ
Ｒ
Ｉ

は
、
整
形
外
科
領
域
に
も
、
有
用
で
あ
り
、

一
般
的
に
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
で
は
軟

骨
や
靱
帯
の
評
価
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
靱
帯
損
傷
、
半

月
板
損
傷
、
腱
板
損
傷
、
筋
損
傷
な
ど
骨

以
外
の
運
動
器
異
常
の
評
価
、
腰
椎
圧
迫

骨
折
に
関
し
て
は
、
新
鮮
骨
折
の
評
価
や
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
で
は
っ
き
り
し
な
い
骨

挫
傷
の
診
断
も
可
能
で
す
。
3
T 

M
R
I

で
は
、
手
関
節
、
足
関
節
、
指
の
小
さ
な

関
節
を
鮮
明
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
、

細
か
い
所
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
は

神
経
圧
迫
の
程
度
や
膝
関
節
で
は
靱
帯
や

関
節
軟
骨
の
変
性
な
ど
が
、
よ
り
鮮
明
に

判
り
ま
す
。
他
の
領
域
で
は
、
乳
腺
、
腹

部
（
肝
臓
、
胆
嚢
、
膵
臓
、
腎
臓
な
ど
）、

骨
盤
部
（
前
立
腺
、
子
宮
、
卵
巣
な
ど
）
な

ど
の
疾
患
を
診
断
、
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
従
来
ど
お
り
、
造
影
剤
を
使
用
す

る
こ
と
な
く
、
胆
管
、
膵
管
の
描
出
は
可

能
で
あ
り
、
子
宮
内
膜
の
動
き
を
評
価
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
今
回
3
T 

M
R
I

の
稼
動
に
伴
い
、
詳
細
で
、
よ
り
鮮
明
な

高
画
質
の
画
像
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
脳
梗
塞
の
早
期
発
見
、

脳
血
管
の
詳
細
な
評
価
、
整
形
外
科
領
域

で
は
、
神
経
根
、
靱
帯
、
半
月
板
、
関
節

軟
骨
な
ど
の
評
価
を
、
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
、
多
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
皆
様

に
は
、
当
院
の
3
T 

M
R
I
検
査
を
、
少

し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
何
か
御
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
放
射
線
科
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

3
Ｔ　

M
R
I
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て
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